
 

 

睡眠薬などの薬を飲み物などに混入

して飲ませ、服用した相手の意識や抵抗

力を奪い性的暴行をする犯罪が増加し

ています。また、お酒を飲ませて酩酊状

態にし、性的暴行をするといったケースも

あります。 

 

大都市の繁華街を中心に、「ＪＫビジネス」と

呼ばれる営業が出現しています。一見して問題

のないアルバイトに見える場合でも、性的なサー

ビスを強要されたり、児童買春やストーカーの被

害に遭うケースが発生したりするなど、安易に働

くことはとても危険です。 

 
モデル等の出演契約を交わしたところ、後

になって初めて、それがアダルトビデオ（ＡＶ）

出演契約であったことを知らされ、その契約

などを盾にＡＶ出演を強要されるという事案

が社会問題となっています。 

 

若年層の性暴力被害予防対策の推進（人身安全対策・少年課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＮＳで、子供が裸や裸に近い画像等を知らない相手に送ってしまう事案が発生してい

ます。一度ネット上に流出した画像を全て削除・回収することはできません。このような

事例では、男の子も被害に遭っています。また、子供が加害者になった事案も発生してい

ます。 

犯罪者が優しい言葉をかけてきたり、困りごとを助けるふりをして子供に近づき、徐々

に子供の信頼を得た上で会う約束をして犯行に及ぶという事案が発生しています。過去に

は悩みごとをＳＮＳに投稿した子供が相談に乗るふりをした相手と会って、危害を加えら

れた事案も発生しています。 
 

子供が被害者にも加害者にもならないようにするためにＳＮＳの危険性について子供と一緒に考えておく

必要があります。 

子供がＳＮＳ等で知り合った人と安易に会うことがないように、日頃から子供とコミュニケーションをと

り、表情や態度の変化に気をつけるようにしましょう。 

 

４月は「若年層の性暴力被害予防月間」です。 

若年層を狙った性犯罪・性暴力は、その未熟さに付け込んだ許しがたい人権侵害

であり、決して許されるものではありません！！ 

裸や下着の写真を送らない！ 

SNSで知り合った人に会わない！ 

 保護者の方へ  

被害にあってしまった…不安なことがある…その他、若者の性犯罪につながるおそれ

のある情報は、警察署・交番へ相談しましょう。 


